























































































説、映画、漫画になり、テレビでは 1996 年『秀吉』、2014 年『軍師官兵衛』など大河ドラマなどのテーマとなっ
た。
浪花節の初期には、連夜続けて語る上演形態もあり、シリーズものが多かった。義士伝、相馬大作、水戸黄門
など今でも大事にされている。講談の太閤記ものは、外題が 360 にもなる（森田 1994）。国会図書館近代ライブラ
リーの神田伯竜の速記本（明治 33－36[1900－1903]年）の外題数は 100 程度。昭和初期の旭堂南陵の太閤記もの



































ここで取り上げる 20 の外題（表 1）の内、13 は脚色者の名前が挙げられている。
房前智光（20 の外題の内、10）：101a, 102a, 102b, 103a, 103b, 105b, 107a, 108a, 108b, 110a















































































































































































































について詳しいが、史実に基づかない部分が多い。天正 10 年 6 月 2 日の本能寺の変までの外題は多いが、その後
の外題は少なく、山崎の合戦、清洲会議、千の利休などに対する傲慢（5）、能、茶などをめぐる自己権力の拡大、朝
鮮征伐、明朝への野心、そして検地、刀狩りなど政策についての外題はない。しかし、和解・調停能力は次の 2作


































































































































ド理論でいう挿入口 slot fillerの役割を果たしていることに近いと思われる（Lord 2000）。たとえば、この 20 の外
題で2つ以上の外題を持つ6人の浪曲師の内3人はこうした類似性のあるマクラを使っている。春日井梅鴬は5つ
の外題が収録されているが、そのマクラの前半は 2種類のテクストがある。表 5参照





天中軒雲月Ⅳ 初恋　藤吉郎 103a 完全に同じ
織田家仕官 103b
































































































































































































































　 　音楽的には、F2 から F4 まで、矢矧橋で寝て故郷の夢を見るくだりだが、啖呵を含めて一つの語りのスタ
イルになる。





ある。最後の行「今じゃ浮草裸虫」でメリスマ的になり、終止型（F#）で終わる。また T3 と F4 が同じスタ
イルである。F4 になっても同じ有拍の朗誦的でシラビクなスタイルの語りが続き、三味線は同じパターンで
リズミカルに繰り返し伴う。終止形はない。




S3 矢矧橋で寝る、故郷の夢 F2, T2, F3, T3. F4
S4 野武士蜂須賀小六との出逢い T4





（S＝シーン ;  F＝フシ；　T＝啖呵）
時間 フシ・啖呵 フシ名 行数 時間
0.00 F1 キッカケ 7行 2.50 S1　時代設定　






8.05 T2  1.21
9.26 F3 きざみ 15 行 2.17
11.43 T3 0.27
12.10 F4 きざみ 4行 0.24
12.34 T4 9.50 S4　野武士蜂須賀小六との出逢い





27.32 バラシ 2行 0.30 S6　その後の二人の行く末を語る
28.02 了
41





















T3, F4, T4, F5, T5, F6, T6, F7
S8 敵と密通していた山口を斬った犬千代が戻る F7, T7, F8





（S＝シーン ;  F＝フシ；　T＝啖呵）
表 11　『三日の城普請』フシと啖呵の分節
（S＝シーン ;  F＝フシ；　T＝啖呵）




10 行 1:21 S1
1.40 T1 4:40 S2, S3
6.20 F2 キッカケ 3行 0:20 S4




















フシ：F1 ～ F10 、啖呵：T1 ～ T9 に分節した。
シーン エピソード フシ・啖呵
S1 時代の設定、弘治三年（1557）（マクラ） F1








S10 普請の仕事が見事に完成 F5, T5
S11 岩巻の小父さんが来る、お八重との和解を頼む T5, F6, T6
S12 お八重とまた一緒になるのを断る F7
表 12　『悲喜交々』エピソードの分節
（S＝シーン ;  F＝フシ；　T＝啖呵）
















19.17 T7 1:15 S8
20.32 F8 キッカケ 13 行 0:38 S8, S9

























2013 年度の京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター共同研究の成果と 2013 年度の同志社大学社会学部フィールドワークの
成果により、多大の恩恵を受けた。両方に関わっていただいた浪花節の音楽研究者、北川純子氏に感謝の意を表したい。
時間 フシ・啖呵 フシ名 行数 時間 エピソード
0.00 弾き出し 0:17
0.17 F1 キッカケ 11 行 1:28 S1
1.45 関東節（狭義の） 1:55
3.40 T1 2:00 S2, S3
5.40 F2 キッカケ 10 行 0:40 S4
6.20 アイノコ（無拍） 0:18
6.38 （有拍） 1:00












15:12 T4 1:32 S9
16:44 F5 関東節（狭義の） 17 行 2:01 S10
18:45 T5 3:08 S10, S11
21:53 F6 アイノコ 14 行 1:31 S11
23:24 T6 1:48 S11
25:12 F7 キッカケ
バラシ
13 行 1:28 S12
26.40 終
表 13　『悲喜交々』フシと啖呵の分節
（S＝シーン ;  F＝フシ；　T＝啖呵）
44 時田アリソン　浪花節における口頭性
注
１　Tokita 2015 では講式声明、平家、幸若、浄瑠璃をオーラル理論の面から扱った。また、時田 1997 も平家、清元、義太夫、
座頭琵琶の音楽分析を試みた。






４　初代東家浦太郎（1919-2004）『関東節ひとすじ』（1994）の演奏記録（1971 ～ 1972 年のみ）「太閤記」としか書いていない。
（2代目によると、スタジオ録音らしい。）
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Orality in naniwa-bushi: the case of Taikōki pieces
TOKITA Alison
Naniwa-bushi, a sung narrative accompanied by shamisen, has no musical scores, but it has had written texts since 
stenographic books were created in the late Meiji period. Many pieces are based on other narratives, including written 
narratives. However, its orality can be observed in both its musical expression, and in the way episodes are woven together. 
This paper explores the nature of orality in naniwa-bushi, treating a group of pieces connected with the chronicle of 
Toyotomi Hideyoshi (1536-98), Taikōki. Naniwa-bushi’s Taikōki pieces derive from kōdan story-telling, and go back to a 
seventeenth-century chronicle of the life and achievements of Hideyoshi, via kōdan and popular writing of the Edo period. It 
is thus connected with the military tales that have strong connections with oral narrative. Whereas the Taikōki chronicle 
deals centrally with Hideyoshi’s adult life, most of the Taikōki pieces in naniwa-bushi focus on his childhood and youth. The 
chronicle is close to an official history, but there was a large amount of oral lore circulating about Hideyoshi that does not 
appear in the chronicle. It appears however in kōdan and popular writing of the Edo period and other genres. Naniwa-bushi 
combines various narrative threads and motifs to make coherent pieces in a way that indicates oral tradition. Furthermore, 
its fluid musical aspect shows how orality is central to the musical expression.
Keywords: naniwa-bushi (rōkyoku); orality; oral narrative; musical narrative; Taikōki; stenographic books
